
デジタルカメラ

QV­30 は おもしろい！
ふちんかん

話題の（かどうか知らんけど）デジタルカメラを買った。

カシオの QV­30 というやつだ。ファインダーの代わりに液晶画面が付いていて、見た目

は、「液晶ビューカムのカメラ版」といった感じだ。

パソコンの周辺機器（おもちゃ！）は今までに有象無象いろいろ買って、中には、どうし

よーもないものもあるけども、こいつは使える。

買って約１ヶ月になるが、毎日持ち歩いているほどだ。

デジタルカメラとは

従来の写真のシステムは、

１．フィルムを入れ、撮影

２．現像してネガをつくる

３．印画紙に焼き付ける

という流れでできている。２．と３．は現像所まかせとなる。

そこからさらに、

４．パソコンで読める形（デジタル化）にする には、

① プリントをスキャナで読みとる

② ネガをネガスキャナで読みとる

③ 現像所で PHOTO­CD にしてもらう

①～③のいずれかの方法をとることになるわけだが、

①②はスキャナを買わな いかんし、③はまた現像所まかせ、

と時間と費用が かかるわけだ。

これに対して、デジタルカメラは、

フィルムの代わりにメモリを使い、

パソコンへ直接出力する

ことで、１～４の過程をすっ飛ばせるっていう画期的なシロモノなわけだ。

デジタルカメラの利点

デジタルデータがカメラから直でパソコン（ワープロ）に読み込めるということは、

我々のように、毎月何らかの原稿を書くものにとっては、すばらしいことだぞ。

例えば取材の原稿を書くとしよう。写真の貼り付けにはみんな苦労しているはず。

全部アナログなら、こうしているはずだ。

撮影→現像プリント→原稿にあう写真をさがして→拡大縮小コピーして→

→文章を書くときに写真の大きさに合わせて改行調整→貼り付け。

大変だよね。しかも自分のワープロデータの中には写真のイメージが残らないのだ。

一部をデジタル化しておられる方も多いでしょうが、デジタル化のための苦労も、

はじめに書いたとおり。

しかし、この作業をデジタルカメラを使って行うと、

撮影→パソコンに転送→（トリミング等加工）→文書中に読み込み

実に簡単、時間も費用もかからない。



またちょっとした挿し絵程度だったら、原稿を書く

合間に近所に撮影に行くということだってできてしま

う。その証拠に今、うちからの眺めを撮影し読み込ん

でみましょう。

デジタルデータということも大きい。ネガが無いか

ら場所をとらない。加工が簡単。明るさや色調の調

整、拡大縮小トリミング、変形・コラージュおてのも

のだ。

パソコン通信ですぐに写真を送ることだってできるぞ。

デジタルカメラの欠点

欠点も挙げてみよう。

パソコンがないと気軽にデータが保存できない。カシオはフロッ

ピードライブを、他のメーカーは高価な記憶カードを別売りしてい

るが、これではネガがたまるのと同じだ。パソコンのハードディス

クに記憶してこそ、意味があるのだ。しかし旅先にパソコンを持っ

ていくというわけにもイカンしねぇ(ノート型ならできるかな？)。

プリントが面倒。従来の写真の最終出力は、プリントだが、デジ

タルカメラはデータが最終だからなぁ。プリンタで出力してもいいけど、いかにプリン

タの性能が上がってきたといえど、やっぱ従来の写真には負けるわ。

画質が悪い。１００万を越えるようなデジタルカメラなら、そこそこ写るそうですが、

今我々が買えるデジタルカメラでは、「写るんです」の足元にも及ばない程度、と思っ

てもらえばいいです。だから従来のカメラの替わり、とは考えない方がいいですねぇ。

QV­30 の利点・利用法

カシオの QV シリーズは、液晶画面がついている。これがいい！撮ったその場でチェ

ックすることができるからだ。手ぶれやシャッターチャンスを逃した写真は、その場で

どんどん削除できる。９６枚しか撮影できないけど、本当に必要な写真だけ残せばいい

わけだから、十分だ。

またパソコンからカメラへデータを転送できるので、その場で必要な写真を選択して、

持ち運ぶこともできるのもいいね。私は、毎日、雲とか花とか車とか町並みとかご飯と

かを、手当たり次第に撮影し、パソコン上で分類してる。そして雲なら雲だけを QV­30

に転送し、ＴＶに繋いで見せることができる。授業で使えるんですわ。

もちろんパソコンで描いたグラフィックなどを周りの人に見せることもできる。いま

までデジタルデータというのは、デジタル機器を持っている人でなければ、見ることが

できなかったわけだが、一度に大勢に見せることができるのはこの機種のいい所だねぇ

（まさに授業向き）。



デジタルカメラは買いか？

カメラの代わり、と考えないのであれば、つまり画質

よりも即時性・簡便性を考えるのであれば買いでしょう。

はじめにも書きましたが、私は十分楽しんでいます。

みんなも買ぉーぜ！

毎日、朝・昼・晩の献立を記録しています。

写真日記ってのも おもしろいですよ。


